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本
会
は
来
年
度
創
立
百
二
十
八
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
我
々
が
真
摯
に
歩
ん
で
来

ら
れ
た
の
は
他
で
も
な
い
、
前
総
裁
を
初
め
と
す
る
多
く
の
先
達
の
諸
先
生
方
、
東
伏
見
慈
晃

総
裁
猊
下
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の
献
身
的
な
情
熱
に
満
ち
溢
れ
た
ご
尽
力
と
ご
活
躍
に
よ
る

賜
物
で
す
。
特
に
戦
後
の
想
像
を
絶
す
る
過
酷
な
厳
し
い
状
況
に
お
い
て
、
艱
難
辛
苦
の
時
代

を
乗
り
越
え
て
本
会
を
再
建
さ
れ
た
多
く
の
先
生
方
に
は
た
だ
た
だ
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
私
達
は
こ
の
半
世
紀
以
上
、
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
変
遷
の
時
代
と
共
に
多
く
の
荒
波
や

風
雪
を
乗
り
越
え
本
会
の
発
展
の
為
、
粉
骨
砕
身
の
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
に

念
願
の
法
人
化
が
実
現
し
て
以
来
も
そ
の
歴
史
的
な
伝
統
を
大
切
に
守
り
、
育
ま
せ
て
き
ま
し

た
。
日
本
伝
統
武
道
の
保
存
継
承
は
本
会
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
揺
る
ぎ
な
い
武
徳
の
使
命
で

し
た
。
こ
の
目
的
を
完
遂
し
て
い
く
為
に
我
々
は
新
た
な
決
断
を
下
し
、
未
来
志
向
で
前
進
し

て
い
く
事
に
本
会
の
指
針
を
定
め
る
事
に
し
た
の
で
す
。

本
年
度
四
月
に
は
歴
史
的
な
節
目
で
あ
る
第
六
十
回
全
国
武
徳
祭
が
開
催
さ
れ
、
百
数
十

名
の
先
生
方
の
参
加
に
よ
る
堂
々
と
し
た
素
晴
ら
し
い
演
武
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
大
会
は
ご
逝
去
さ
れ
た
桑
原
兵
充
先
生
の
追
悼
大
会
で
も
あ
り
、
多
く
の
先
生
方
は
実

に
気
魄
の
籠
っ
た
武
魂
の
神
髄
に
迫
る
演
武
を
さ
れ
て
心
に
残
る
感
動
的
な
大
会
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
引
き
続
い
て
七
月
に
は
夏
の
酷
暑
を
乗
り
越
え
て
、
多
く
の
伝
統
武
道
を
志
す
青

少
年
達
が
各
地
よ
り
武
徳
殿
に
集
結
し
、
第
二
十
七
回
全
国
青
少
年
武
徳
祭
を
大
い
に
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
れ
等
の
主
催
事
業
が
無
事
安
全
に
成
功
裡
を
修
め
る

事
が
出
来
た
の
は
、
正
に
本
会
会
員
の
皆
様
と
関
係
者
各
位
の
感
染
防
止
対
策
に
対
す
る
絶
大

な
る
ご
協
力
と
ご
尽
力
の
賜
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
改
め
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
秋
の
主
催
事
業
と
し
て
十
月
十
六
日
に
は
歴
史
的
節
目
と
な
る

第
三
十
回
平
安
神
宮
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
と
十
二
月
四
日
に
第
六
回
青
龍
殿
国
宝
青
不
動
明

王
奉
納
古
武
道
演
武
大
会
が
開
催
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
先
生
方
が
ご
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

先
だ
っ
て
六
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
社
員
総
会
で
全
会
一
致
に
よ
り
来
年
度
第
六

回
世
界
武
徳
祭
の
実
施
が
決
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
主
催
事
業
に
関
し
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
公
衆
衛
生
上
の
問
題
の
為
、
二
〇
二
〇
年
よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
一
大
イ
ベ

ン
ト
が
よ
う
や
く
実
現
さ
れ
る
希
望
の
光
が
見
え
て
き
た
事
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
事
業
を
無
事
安
全
に
実
施
す
る
に
は
多
く
の
課
題
や
問
題
点
が
山
積
し
て
い
る
事
も
確
か

で
す
。
数
百
名
の
海
外
支
部
か
ら
の
参
加
者
が
入
国
す
る
に
際
し
て
も
、
政
府
の
水
際
対
策
の

問
題
や
査
証
認
可
の
必
要
性
な
ど
多
く
の
難
し
い
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
し
ま
す
。
感
染
防
止
対
策

を
有
効
に
実
施
す
る
為
、
参
加
者
に
対
し
て
滞
在
中
の
然
る
べ
き
行
動
制
限
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
適
切
な
抗
原
検
査
も
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
四

月
二
十
八
日
の
開
会
式
、
二
十
九
日
の
第
六
回
世
界
武
徳
祭
並
び
に
第
六
十
一
回
全
国
武
徳
祭

に
関
し
て
も
万
全
の
感
染
防
止
対
策
が
敷
か
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

等
の
対
策
は
先
の
先
と
い
う
戦
略
的
見
地
か
ら
開
催
数
ヵ
月
前
に
各
自
が
用
意
周
到
に
準
備
態

勢
に
入
ら
な
け
れ
ば
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
従
っ
て
国
際
部
の
参
加
者
に
は
出
発
数
ヵ

月
前
か
ら
自
ら
の
行
動
制
限
や
P
C
R
検
査
、
最
上
の
体
調
管
理
な
ど
を
要
請
し
ま
す
。
本
部

の
先
生
方
に
も
感
染
防
止
対
策
に
は
極
力
ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

海
外
の
参
加
者
は
今
回
の
訪
日
に
関
し
て
多
く
の
リ
ス
ク
と
犠
牲
を
払
っ
て
参
加
す
る
覚
悟

で
す
。
そ
れ
は
彼
ら
自
身
が
志
し
て
い
る
武
徳
の
保
存
継
承
に
対
す
る
純
粋
な
熱
意
と
言
え
ま

す
。
歴
史
的
な
旧
武
徳
殿
で
共
に
武
徳
の
絆
を
一
層
力
強
く
育
み
、
そ
の
努
力
と
成
果
を
称
え

合
い
、
か
け
が
え
の
な
い
感
動
を
分
か
ち
合
え
る
事
は
大
日
本
武
徳
会
を
愛
す
る
武
道
家
の
無

二
の
宝
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
恐
怖
心
を
乗
り
越
え
て
来
な
け
れ
ば

実
現
出
来
な
い
事
で
す
。
そ
こ
に
集
う
世
界
の
武
道
家
は
正
に
真
の
武
士
道
精
神
を
実
践
す
る

た
め
に
決
意
し
、
自
ら
の
試
練
に
対
し
て
挑
戦
す
る
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
あ
る
意
味
で
は
今
回
の
世
界
武
徳
祭
は
、
そ
の
勇
気
あ
る
武
道
家
た
ち
の
入
魂
の
儀
式
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。
多
く
の
期
待
と
夢
と
希
望
を
齎も
た
らす

有
意
義
な
歴
史
的
大
会
行
事
と
な
る
に

は
、
本
会
会
員
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
注
が
れ
る
熱
い
情
熱
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方

の
一
層
の
ご
協
力
、
ご
尽
力
を
賜
り
本
会
の
崇
高
な
目
的
趣
旨
で
あ
る
武
徳
の
保
存
継
承
が
力

強
く
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
、
心
よ
り
祈
願
致
し
ま
す
。

武
徳
の
保
存
継
承

濱
田

　鉄
心
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第
六
十
回
全
国
武
徳
祭

日
時　

令
和
四
年
四
月
二
十
九
日
（
金
・
祝
）

場
所　

京
都
市
武
道
セ
ン
タ
ー
・
旧
武
徳
殿
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大　　会　　次　　第

◎ 平安神宮祈願祭　４月29日午前８時20分より

平　安　神　宮
修 祓
玉 串 拝 礼 濱 田 鉄 心
奉 納 演 武 居 合 道 　 教 士 七 段 井 本 敏 弘

開　　　　　会
総 裁 ・ 来 賓 入 場
開 会 宣 言 大 会 検 証 委 員 長 竹 田 　 豊
国 歌 ・ 黙 禱
優 勝 旗 の 返 還 北 陸 連 盟 修 童 館
個人最優秀賞桑原兵充杯の返還 日本古武道武公館道場 木 下 公 子
開 会 挨 拶 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心
大 会 式 辞 大 会 会 長 東 伏 見 慈 晃 総 裁
大 会 祝 辞 来 　 　 　 　 賓 京 都 府 知 事
大 会 祝 辞 来 　 　 　 　 賓 京 都 市 長
演 武 場 の 注 意 大 会 管 理 運 営 委 員 長 山 田 文 典

演　　　　　武
祓 い の 儀 居 合 道　 範 士 八 段 伊 　 藤 　 　 　 學
古 武 道 演 武
剣 道 形 演 武
納 め の 儀 居 合 道　 範 士 八 段 山 田 文 典

閉　　会　　式
選 手 整 列
表 彰 大 会 会 長 東 伏 見 慈 晃 総 裁
講 評 大 会 検 証 委 員 長 竹 　 田 　 　 　 豊
閉 会 の 辞 大 会 委 員 長 濱 田 鉄 心
閉 会 宣 言 大 会 進 行 委 員 長 藤 井 正 巳

午前９時45分開始
総合進行委員長：藤井正巳

午後２時50分
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創立127周年記念第60回全国武徳祭　表彰

招待団体特別賞【４団体】

鹿児島県 薬丸自顕流顕彰会
大 阪 府 一般社団法人日本古武道正統派居合道連合
 無双直伝英信流　明心館道場
三 重 県 新陰流兵法　碧燕会
大 阪 府 関西大学体育会　古武道部

団体特別賞【18団体】

大 阪 府 虚心流居合剣法　弓刀錬心舘道場
愛 知 県 日本戸山流居合道
茨 城 県 水府流
石 川 県 北陸連盟　修童館
千 葉 県 双水執流武尊会
兵 庫 県 日本古武道直心会
千 葉 県 日本伝千葉一心無双流居合兵法　千葉剣心会
栃 木 県 無双直伝英信流　英信館
大 阪 府 誠道館　虚心流居合剣法

三 重 県 古流無双直伝英信流居合兵法　神和会
京 都 府 日本武道空手協会
福 岡 県 国際部　九州国際大学　武心館
大 阪 府 日本古武道　武公館道場
大 阪 府 日本古武道　誡慧塾
京 都 府 直伝円心流居合道
兵 庫 県 心月無想柳流柔術　古武道甲武館
長 野 県 古武道唯心会
京 都 府 至誠館

個人特別賞【参加者全員】

大阪府　武徳和魂会　髙島　伸幸個人最優秀賞　桑原兵充杯

長野県　古武道唯心会　平林　裕蔵京 都 府 知 事 賞

石川県　北陸連盟　修童館　井本　敏弘京 都 市 長 賞

神奈川県　天真正伝香取神道流　杉野　至寛総 裁 賞

千葉県　双水執流武尊会　伊藤　學理 事 長 賞

京都府・滋賀県　一心無双流居合道　剣心会団 体 最 優 秀 賞
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令
和
四
年
四
月
二
十
九
日
、
旧
武
徳
殿
に
於
い
て
、
大
日
本
武
徳
会
創
立
百
二
十
七
周
年

記
念　

第
六
十
回
全
国
武
徳
祭
が
と
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
七
時
武
徳
殿
に
集
合
し
設
営
準
備
に
は
い
り
ま
し
た
。

八
時
二
十
分
よ
り
平
安
神
宮
に
於
い
て
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
修
祓
、
玉
串
拝
礼
、
奉

納
演
武
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
時
す
ぎ
に
東
伏
見
慈
晃
総
裁
が
ご
来
場
に
な
ら
れ
、
九
時
四
十
五
分
よ
り
上
村
雅
彦
範

士
の
太
鼓
の
合
図
に
て
、
開
会
式
が
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
旗
、
武
徳
会
旗
に
対
し
礼
。
渡
邊
理
事
の
チ
ャ
イ
ム
を
合
図
に
大
日
本
武
徳
会
の
先
師

に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

東
伏
見
慈
晃
総
裁
よ
り
大
会
式
辞
が
あ
り
、
京
都
府
知
事
、
京
都
市
市
長
よ
り
大
会
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
部
役
員
の
先
生
方
は
、
濱
田
代
表
理
事
、
竹
田
理
事
、
山
田
理
事
、
渡
邉
理
事
、
上
村
理
事
、

中
田
理
事
、
藤
井
監
事
、
坂
本
監
事
で
あ
り
ま
す
。

祓
い
の
儀
は
伊
藤
學
範
士
に
よ
る
双
水
執
流
の
素
晴
ら
し
い
演
武
で
始
ま
り
ま
し
た
。

続
い
て
濱
田
代
表
理
事
に
よ
る
空
手
道
の
演
武
、
日
置
流
印
西
派
大
弓
術
、
戸
山
流
居
合

道
、
水
府
流
、
修
童
館
A
、
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
、
沖
縄
又
吉
古
武
道
、
双
水
執
流
、
日
本

古
武
道
直
心
会
、
千
葉
剣
心
会
、
英
信
館
、
誠
道
館
、
剣
心
会
、
修
童
館
B
、
無
雙
直
傳
英
信

流
、
神
和
会
、
弓
刀
錬
心
舘
虚
心
流
剣
法
、
日
本
武
道
空
手
協
会
、
九
州
国
際
大
学
、
明
心
館

道
場
、
日
本
古
武
道
武
公
館
と
続
き
、
昼
休
み
に
は
い
り
ま
し
た
。

十
三
時
よ
り
午
後
の
演
武
が
始
ま
り
ま
し
た
。

直
伝
円
心
流
に
始
ま
り
、
新
陰
流
碧
燕
会
、
心
月
無
想
柳
流
甲
武
館
、
松
濤
館
流
、
誡
慧
塾
、

誠
道
館
、
国
際
部
、
関
西
大
学
体
育
会
古
武
道
部
、
古
武
道
唯
心
会
、
薬
丸
自
顕
流
、
武
徳
和

魂
会
、
修
童
館
C
、
至
誠
館
と
続
き
素
晴
ら
し
い
演
武
の
連
続
で
納
め
の
儀
を
迎
え
ま
し
た
。

納
め
の
儀
は
、
山
田
文
典
範
士
の
一
心
無
双
流
の
息
も
つ
か
せ
ぬ
演
武
で
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。 大

日
本
武
徳
会
創
立
百
二
十
七
周
年
記
念

第
六
十
回
全
国
武
徳
祭
報
告至

誠
館
道
場

藤
井　

正
巳

続
い
て
閉
会
式
へ
と
移
り
ま
し
た
。

表
彰
に
お
い
て
は
、
整
然
と
、
順
序
良
く
適
切
に
流
れ
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
表
彰
式
で

あ
り
、
多
く
の
も
の
を
学
び
取
り
ま
し
た
。

竹
田
豊
範
士
に
よ
る
講
評
が
あ
り
、
濱
田
鉄
心
代
表
理
事
に
よ
る
閉
会
の
辞
と
な
り
ま
し
た
。

上
村
雅
彦
範
士
の
太
鼓
で
終
了
し
ま
し
た
。

全
員
で
武
徳
殿
内
に
て
記
念
写
真
撮
影
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
更
に
大
雨
の
中
、
皆
様
の
卓
越
し
た
英
気
が
発
揮
さ
れ
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

御礼の御挨拶
創立127周年記念第60回全国武徳祭も皆様の多大なるご協力と御支援により

お陰様で無事盛大裡に終了いたしました。ありがとうございました。厚く御礼
申し上げます。

一般社団法人大日本武徳会

大　会　参　与

ご協賛及びお祝金をいただいた個人及び団体（順不同）
御　芳　名 御　芳　名

濱田　鉄心　様 中田　武太　様
山本　楠城　様 竹田　豊　様
藤井　正巳　様 北野　隆雄　様
柳田　邦治　様 杉野　至寛　様
山口　峻輝　様 岩田　一政　様
村山　盛哲　様 石本　一平　様
坂本　俊一　様 北川　茂　様
伊藤　學　様 樋口　友視　様
木下　公子　様 森内　一藏　様
株式会社　六盛　様 日本古式武道協会　拳正会　様
山田　文典　様 滝山　昭　様
大塚　煕夫　様 杉生　闡祐　様
桶田　正信　様 土屋　恭之　様
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二
度
目
の
団
体
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

総
師
範

山
田　

文
典

団
体
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

井
上　

善
之

当
流
派
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
粛
々
と
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
各
支
部
道
場
で
の
稽
古

は
も
と
よ
り
、
夏
冬
の
全
体
稽
古
会
、
昇
段
審
査
会
を
開
催
し
て
修
練
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
延
期
を
重
ね
て
い
る
世
界
武
徳
祭
を
目
標
と
し
て
会
員
一
同
が
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
外
国
人
武
道
家
を
対
象
と
し
た
居
合
道
研
修
会
の
ホ
ス
ト
団
体
と
し
て
指
名
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
日
本
伝
統
武
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
に
当
た
り
技
量
低
下
は
絶
対
許
さ
れ

な
い
と
心
に
決
め
て
取
組
み
、
そ
の
結
果
、
会
員
も
微
増
す
る
な
ど
活
気
を
維
持
し
て
の
今
回

の
「
大
日
本
武
徳
会
創
立
百
二
十
七
周
年
記
念
第
六
十
回
全
国
武
徳
祭
」
と
な
っ
た
の
で
す
。

私
が
、
本
会
理
事
会
に
お
い
て
、
管
理
運
営
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
武
徳
祭
開

催
に
当
た
り
、
会
場
の
入
場
監
視
や
衛
生
管
理
を
徹
底
す
る
管
理
運
営
委
員
が
多
く
必
要
な
こ

と
か
ら
協
力
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
全
員
が
名
乗
り
出
て
く
れ
、
本
流
派
の
演
武
す
る
割

り
当
て
時
間
以
外
、
全
員
が
埋
ま
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
演
武
以
外
の
武
徳
祭
運
営

凛
と
し
た
静
寂
と
気
合
い
に
包
ま
れ
た
武
徳
殿
に
お
い
て
、
記
念
す
べ
き
第
六
十
回
全
国
武

徳
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
未
だ
収
束
を
見
通
せ
な
い
中
で
も
、
東
北
、
北
陸
、

関
東
、
関
西
、
九
州
の
各
地
か
ら
大
日
本
武
徳
会
所
属
の
二
十
五
団
体
が
集
結
し
た
の
で
す
。

私
は
初
め
て
参
加
し
、
全
国
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
仲
間
が
い
る
こ
と
に
正
直
驚
き
ま
し
た
。

当
日
は
折
し
も
肌
寒
く
、
し
か
も
大
雨
で
し
た
。
し
か
し
武
徳
殿
の
中
で
は
、
そ
れ
を
吹
き

飛
ば
す
か
の
よ
う
な
気
迫
こ
も
る
演
武
と
そ
れ
を
見
守
る
皆
さ
ま
の
熱
気
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
日
本
武
道
の
奥
深
さ
を
感
じ
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
長
い
年
月
を
か
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
流
派
で
受
け
継
が
れ
、
洗
練
さ
れ
て
き
た
技
や
形
の
キ
レ
、
無
駄
の
な
い
動
き
も
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
こ
の
日
の
た
め
に
鍛
錬
を
積
ん
で
こ
ら
れ
た
各
団
体
、
各
道
場
に
よ
っ

て
、
素
晴
ら
し
い
演
武
が
披
露
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
わ
が
一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会
に
団
体
最
優
秀
賞
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
剣
心
会
の
一
員
と
し
て
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
自
身
に
、
こ
の
賞

に
恥
じ
な
い
修
練
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
更
な
る
技
の

鍛
錬
と
形
の
習
得
に
磨
き
を
か
け
、
来
年
の
全
国
武
徳
祭
に
賞
旗
を
返
還
す
る
、
ま
さ
に
そ
の

場
に
居
ら
れ
る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

ま
た
、
武
道
の
流
派
や
種
目
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
共
に
そ
の
道
を
求
め
て
お
ら
れ
る
皆
さ

ま
と
、
来
年
も
、
我
々
の
聖
地
で
あ
り
ま
す
武
徳
殿
に
集
ま
り
、
日
々
の
練
磨
の
結
果
を
披
露

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
、今
日
の
こ
の
日
か
ら
ま
た
、稽
古
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
一
端
に
携
わ
っ
た
こ
と
か
ら
他
流
派
の
先
生
方

と
の
連
携
も
自
然
に
生
ま
れ
多
く
の
有
意
義
な
経

験
を
し
た
と
思
い
ま
す
。

逆
に
使
役
に
つ
い
た
こ
と
か
ら
演
武
前
の
十
分

な
調
整
も
で
き
な
い
ま
ま
の
本
番
演
武
と
な
り
ま

し
た
が
、
平
素
の
実
力
が
発
揮
さ
れ
、
先
頭
で
演

武
す
る
私
か
ら
は
、
周
囲
か
ら
伝
わ
る
気
迫
籠
も

る
演
武
や
礼
節
を
重
視
し
た
立
ち
居
振
る
舞
い
は

十
分
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
団
体
最
優
秀

賞
に
結
び
つ
い
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、

我
々
の
目
標
は
、
来
年
の
世
界
武
徳
祭
で
す
、
更

な
る
修
練
を
重
ね
て
参
り
ま
す
の
で
、
先
生
方
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※写真撮影時のみマスクを外しています。
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個
人
最
優
秀
賞
・
桑
原
杯
の

受
賞
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

心
伝
流

髙
島　

伸
幸

京
都
府
知
事
賞
を
頂
い
て古

武
道
唯
心
会

平
林　

裕
蔵

今
大
会
で
こ
の
様
な
栄
誉
あ
る
賞
を
頂
き
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
し
か
し
其
の
実
は
、

「
も
っ
と
精
進
し
な
さ
い
」
と
い
う
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
い
た
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

二
年
余
も
逼
塞
し
た
生
活
を
強
い
ら
れ
、
思
う
よ
う
に
稽
古
も
出
来
ず
、
技
の
伝
承
を
危
惧

さ
れ
、
苦
し
ま
れ
て
い
る
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
心
中
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
う
い
え

ば
、
私
ど
も
の
村
の
獅
子
舞
が
途
絶
え
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
少
子
化
も
影
響
し
て
い

ま
す
が
、
と
ど
め
を
刺
さ
れ
た
形
に
成
り
ま
し
た
。
伝
統
文
化
に
と
っ
て
本
当
に
大
き
な
試
練

が
続
い
て
い
ま
す
。
文
化
と
は
民
族
が
永
き
年
月
生
き
繋
い
で
き
た
証
で
あ
り
民
族
の
姿
そ
の

も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
悲
し
く
て
悔
し
く
て
言
葉
に
表
す
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

し
か
し
我
ら
に
と
っ

て
の
救
い
は
、
此
処

に
志
を
同
じ
く
す
る
、

気
概
の
あ
る
先
達
の

先
生
方
が
私
等
後
輩

に
灯
り
を
灯
し
続
け

て
下
さ
る
こ
と
で
す
。

先
生
方
に
は
改
め

て
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
、

心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
万

難
を
排
し
大
会
開
催

に
た
ど
り
着
か
れ
た

本
部
の
先
生
方
他
皆

様
へ
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

創
立
百
二
十
七
周
年
記
念
第
六
十
回
全
国
武
徳
祭
、
大
雨
の
中
無
事
終
了
：
閉
会
式�

表
彰
、

第
一
番
に
私
の
名
前
が
呼
ば
れ
あ
た
ふ
た
返
答
が
遅
れ
ま
し
た
！
全
く
予
期
せ
ぬ
事
に
失
礼
し

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
こ
の
三

年
又
私
が
参
加
し
た
武
徳
祭
の
中
で
も
こ
の
よ
う
雨
降
り
初
め
て
、
外
に
も
出
ら
れ
な
い
降
り
、

し
か
し
演
武
は
い
ず
れ
も
力
強
く
、�

品
格
・
風
格
あ
る
演
武
。
私
は
武
道�

居
合
に
入
門
し
て

幸
い
良
き
師
仲
間
に
恵
ま
れ
、
亡
き
師
、
先
生
方
に
感
謝
。
武
徳
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

感
謝
。
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
武
徳
会
の
た
め
に(

信
州
の
山
の
中
遠
距
離
で
す
が)

お
役
に
立

つ
事
が
あ
れ
ば
お
手
伝
い
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
今
回
の
受
賞
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も｢

全
国
武
徳
祭｣

が
末
永
く
続
く
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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高
段
者
審
査
会　

合
格
者

【
居
合
道
・
古
武
道
】

六
段

内

藤　
　
　

誉

六
段

浦

上　

則

國

六
段

杉

原　

陽

一

七
段

小

松　

秀

敏

八
段

樋

口
　

勉

八
段

岩

田　

一

政

【
空
手
道
・
沖
縄
古
武
道
】

七
段

佐

藤　

哲

治

八
段

上

村　

雅

彦
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な
評
価
を
下
す
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
本
会
審
査
会
を
通
じ
て
日
本
伝
統
武
道
の
総

合
的
な
発
展
を
促
す
こ
と
に
あ
る
。

（
二
）
審
査
目
的
：
受
審
者
に
対
し
て
適
切
な
審
査
を
実
施
し
高
段
者
の
品
格
と
高
い
技
術

の
必
要
性
を
促
す
。
審
査
基
準
の
質
的
向
上
に
促
進
さ
せ
る
と
共
に
審
査
委
員
の
主

観
的
・
客
観
的
な
評
価
に
対
し
て
適
切
な
理
解
と
合
意
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

（
三
）
審
査
方
法
：
審
査
委
員
長
は
、
受
験
者
に
関
す
る
技
術
的
な
経
歴
や
本
会
の
武
道
発

展
へ
の
貢
献
度
に
対
し
て
熟
知
す
る
と
共
に
武
道
家
と
し
て
の
将
来
的
な
総
合
的
評

価
も
検
討
す
る
。

審
査
委
員
長
は
、
そ
の
武
種
に
お
け
る
審
査
の
全
体
的
な
監
督
者
と
し
て
事
前
に
審
査
委
員

全
員
と
協
議
し
、
審
査
項
目
に
つ
い
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。

審
査
委
員
長
は
、
所
定
の
審
査
表
の
評
価
内
容
の
方
法
に
つ
い
て
審
査
委
員
と
打
ち
合
わ
せ

を
す
る
。
審
査
統
括
委
員
長
は
審
査
委
員
長
を
兼
任
す
る
場
合
が
あ
る
。
審
査
委
員
長
は
、
受

験
者
に
対
し
て
審
査
項
目
を
正
確
に
伝
達
す
る
と
同
時
に
、
必
須
演
武
形
に
つ
い
て
そ
の
本
数
、

難
易
度
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
受
験
段
位
に
よ
っ
て
そ
の
審
査
内
容
は
高
度
に
な
る
。
本
数

は
、
必
要
に
応
じ
て
審
査
委
員
長
が
総
括
審
査
委
員
長
と
協
議
の
上
、
決
定
す
る
。
居
合
道
審

査
は
、
真
剣
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。
真
剣
で
な
い
場
合
は
、
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
居
合
道
六
段
：
上
級
形
五
本
、
七
段
以
上
：
最
上
級
形
五
本
～
七
本
）

（
空
手
道
六
段
：
上
級
形
一
本
～
二
本
、
七
段
以
上
：
最
上
級
形
二
本
～
三
本
）

（
古
武
道
六
段
：
上
級
形
一
本
～
二
本
、
七
段
以
上
：
最
上
級
形
二
本
～
三
本
）

な
お
、
特
殊
な
古
武
術
（
槍
術
、
杖
術
、
弓
術
、
長
刀
術
等
に
関
し
て
は
、
個
別
の
審
査
を

実
施
す
る
こ
と
）（
古
武
術
の
武
器
は
伝
統
武
道
と
し
て
適
切
な
も
の
と
し
、
審
査
前
に
審
査

委
員
長
が
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
審
査
結
果
は
、
審
査
委
員
長
が
審
査
委
員
と
そ
の
評

価
に
つ
い
て
協
議
し
た
上
で
総
括
委
員
長
に
報
告
す
る
。

四　

綿
密
な
事
前
準
備

（
一
）
参
加
者
全
員
が
事
前
検
査
を
実
施

本
部
要
員
、
審
査
委
員
及
び
受
験
者
が
、
前
日
、
前
々
日
か
ら
検
温
を
励
行
し
感
染

防
止
に
万
全
を
尽
く
す
。

（
二
）
当
日
朝
に
抗
原
検
査
の
実
施

上
記
同
様
、
関
係
者
全
員
に
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
購
入
、
配
布
し
、
当
日
の
感
染
確

認
を
実
施
す
る
と
と
も
に
「
連
絡
先
確
認
表
」
を
提
出
さ
せ
、
感
染
者
発
生
時
の
連
絡

体
制
を
確
保
し
た
。

一　

実
施
へ
の
道
程

本
審
査
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
最
初
の
一
歩
の
取
り
組
み
と
し
て
二
年
間
の
活
動
中
止

の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
初
め
て
の
行
事
と
し
て
開
催
し
、
成
功
を
収
め
た
令
和
三
年
の
秋

の
高
段
者
審
査
会
に
続
く
、
二
つ
め
の
行
事
で
あ
る
。
本
審
査
会
は
翌
日
に
控
え
た
大
日
本
武

徳
会
創
立
百
二
十
七
周
年
記
念
第
六
十
回
全
国
武
徳
祭
と
い
う
大
き
な
節
目
の
大
会
の
前
哨
戦

に
位
置
す
る
行
事
に
な
っ
た
。
更
に
来
年
、
令
和
五
年
に
予
定
さ
れ
る
世
界
武
徳
祭
へ
と
続
け

て
い
く
本
会
に
と
り
大
き
な
意
義
の
あ
る
行
事
と
な
っ
た
。

二　

事
前
の
審
査
員
研
修
会
の
実
施

今
回
の
高
段
者
審
査
会
は
、
開
催
日
の
午
前
中
、
武
道
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
審
査
員

の
事
前
打
合
わ
に
加
え
て
、
研
修
会
を
開
催
し
た
。
同
会
は
、
濱
田
鉄
心
審
査
委
員
長
が
中
心

と
な
り
、「
審
査
員
の
眼
力
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
意
見
を
交
換
し
、
委
員
か
ら
は
、

・
抜
き
付
け
か
ら
斬
り
下
げ
残
心
の
重
要
性

・「
気
の
流
れ
」

・
気
迫
に
満
ち
た
風
格

・
ぶ
れ
の
な
い
姿
勢
、
技

・
武
道
へ
の
情
熱

・「
睨
み
」
へ
の
反
応　

等

審
査
員
と
受
審
者
が
真
剣
勝
負
を
す
る
場
と
し
て
行
う
こ
と
に
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

三　

大
日
本
武
徳
会
本
部
高
段
者
審
査
会
要
項

（
一
）
目
的
趣
旨
：
本
会
は
、
内
規
に
規
定
さ
れ
た
伝
統
武
道
保
存
継
承
の
目
的
趣
旨
を
達

成
す
る
為
、
本
会
認
定
の
高
段
者
審
査
会
を
実
施
す
る
。
そ
の
主
た
る
審
査
会
の
目

的
は
本
会
高
段
者
の
品
格
と
高
い
技
術
の
質
的
向
上
を
促
し
受
審
者
に
対
し
て
適
切

令
和
四
年
度

　
春
の
高
段
者
審
査
会
実
施
結
果
報
告

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

総
師
範

山
田　

文
典
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た
演
武
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
受
審
者
全
員
が
合
格
し
た
。

七　

全
体
評
価
と
今
後
の
展
望

今
回
の
高
段
者
審
査
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
を
突
き
進
み
、
将
来
の
新
た
な
指
導
者
と
な
る
人

材
の
育
成
に
つ
な
が
る
一
大
行
事
と
し
て
成
果
を
結
び
つ
け
、
次
の
時
代
へ
向
か
う
「
一
般
社

団
法
人
大
日
本
武
徳
会
」
の
発
展
の
歩
を
進
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

統
括
審
査
委
員
長
は
、
審
査
閉
会
の
辞
と
し
て
「
本
日
の
審
査
は
、
日
本
伝
統
武
道
の
魅
力

が
光
る
技
と
心
が
感
じ
ら
れ
る
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
日
本
武
徳
会
の
初
代
理

事
長
で
あ
る
大
野
熊
雄
先
生
が
『
武
道
と
は
、
頂
点
の
な
い
稽
古
の
積
み
重
ね
で
あ
る
』
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
と
お
り
、
こ
れ
か
ら
果
て
な
き
武
道
修
行
を
進
ん
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
審
査

合
格
者
に
な
お
一
層
の
修
練
と
奮
闘
を
期
待
す
る
と
結
び
盛
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

五　

実
施
状
況

（
一
）
開
催
日
時

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
一
時
十
五
分
か
ら
午
後
二
時
五
十
五
分
の
間

（
二
）
開
催
場
所

京
都
市
武
道
セ
ン
タ
ー
内
「
旧
武
徳
殿
」

（
三
）
審
査
員
、
役
員
（
敬
称
略
）

ア　

審
査
員
総
括
委
員
長

濱
田
鉄
心

イ　

空
手
道
・
古
武
道
審
査
委
員

審
査
委
員
長
：
濱
田
鉄
心

審
査
委
員
：
竹
田
豊
、
坂
本
俊
一

補
佐
：
渡
邊
佳
代
子

ウ　

居
合
道
審
査
委
員

審
査
委
員
長
：
山
田
文
典

審
査
委
員
：
杉
野
至
寛
、
藤
井
正
己
、
山
本
楠
城
、
木
下
公
子
、
長
田
順
一

補
佐
：
中
田
浩
大

エ　

役
員

進
行
役
：
渡
邊
佳
代
子

記
録
担
当
：
中
田
浩
大

（
四
）
受
審
者

ア　

空
手
道
・
古
武
道
二
名
（
七
段
一
名
、
八
段
一
名
）

イ　

居
合
道
六
名
（
六
段
三
名
、
七
段
一
名
、
八
段
二
名
）

　
　

合
計
八
名

（
五
）
式
次
第　

省
略

六　

審
査
結
果

（
一
）
古
武
道
・
空
手
道　

合
格
者
二
名
（
七
段
一
名
、
八
段
一
名
）

（
二
）
居
合
道　
　
　
　
　

合
格
者
六
名
（
六
段
三
名
、
七
段
一
名
、
八
段
二
名
）

（
三
）
審
査
受
験
内
容
（
審
査
員
講
評
ま
と
め
）

参
加
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
創
意
工
夫
を
行
っ
て
稽
古
を
継
続
し
て
き
た
指
導
的

立
場
に
あ
り
、
審
査
に
お
い
て
平
素
の
修
練
結
果
は
、
円
熟
し
た
気
迫
に
満
ち
あ
ふ
れ

36秋季号



令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
木
曜
日
、
京
都
市
旧
武
徳
殿
に
て
「
春
の
高
段
者
審
査
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
私
は
代
表
理
事
濱
田
鉄
心
先
生
の
あ
り
が
た
い
御
推
薦
を
頂
き
ま
し
て
空
手
道
八

段
を
ご
審
査
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
の
審
査
で
高
段
者
と
し
て
の
形
を
三
種
演
武
す
る
ご
指
示
を
い
た
だ
き
、
私
は
今
ま

で
の
武
道
人
生
の
全
力
を
出
し
き
る
思
い
で
演
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

合
格
の
結
果
に
は
心
よ
り
安
堵
し
ま
し
た
。
翌
日
の
「
創
立
百
二
十
七
周
年
記
念　

第

六
十
回
全
国
武
徳
祭
」
行
事
が
全
て
終
了
し
て
か
ら
は
喜
び
が
湧
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

実
は
、
今
回
の
審
査
に
向
け
稽
古
を
し
て
お
り
ま
し
た
時
、
昨
年
痛
め
ま
し
た
左
膝
が
悪

化
し
、
審
査
終
了
後
に
痛
み
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
翌
日
の
大
会
当
日
に
は
正
座
が
出
来
な
い

状
態
と
な
り
、
役
員
と
し
て
の
お
勤
め
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
。

本
番
で
は
中
田
先
生
、
渡
邊
先
生
に
は
本
当
に
助
け
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
心
配

な
が
ら
も
な
ん
と
か
お
役
を
終
え
ま
し
て
全
て
の
安
堵
の
元
、
喜
び
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
審
査
会
に
て
数
年
ぶ
り
に
佐
藤
哲
治
先
生
と
久
々
に
お
会
い
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
佐
藤
先
生
は
長
年
の
空
手
道
修
練
の
後
、
更
に
沖
縄
古
伝
剛
柔
流
空
手
拳
法
を

地
元
沖
縄
の
先
生
に
習
わ
れ
て
現
在
は
空
手
道
の
書
籍
執
筆
な
ど
を
さ
れ
ご
活
躍
中
で
あ
ら
れ

る
本
当
に
素
晴
ら
し
い
先
生
で
す
。

今
回
の
審
査
会
と
全
国
武
徳
祭
で
は
様
々
な
出
来
事
か
ら
更
な
る
学
び
と
喜
び
を
頂
き
ま

し
た
。
受
審
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
は
「
創
立
百
二
十
八
周
年
記
念　

第
六
回
世
界
武
徳
祭
」
が
開
催
予
定
で
あ
り
ま
す
。

日
本
国
内
と
海
外
の
武
道
家
が
多
数
参
加
予
想
さ
れ
る
盛
大
な
大
会
が
、
無
事
成
功
で
き

ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

至
ら
ぬ
私
で
は
御
座
い
ま
す
が
、
今
後
多
く
の
行
事
が
全
て
大
成
功
で
き
ま
す
よ
う
に
努

力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

範
士
八
段　

大
沼
道
州
師
の
お
導
き
に
よ
り
、
道
観
世
宗
慶
先
生
主
宰
の
日
本
武
道
空
手

協
会
に
加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
ご
縁
の
も
と
に
栄
え
あ
る
一
般
社
団
法
人
大
日
本
武
徳

会
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
早
二
十
年
近
く
と
な
り
ま
す
。

競
技
空
手
な
ど
武
道
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
し
か
な
か
っ
た
私
に
、
家
伝
の
古
武
道
を
ご
教
授

下
さ
り
、
武
道
の
奥
深
さ
を
教
え
て
下
さ
っ
た
大
沼
師
に
、
そ
し
て
、
一
般
社
団
法
人
大
日
本

武
徳
会
加
入
の
機
会
を
下
さ
っ
た
道
観
世
宗
慶
先
生
に
、
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

審
査
当
日
は
、
呼
吸
の
乱
れ
、
武
器
と
身
体
の
一
体
性
欠
如
な
ど
、
日
頃
自
覚
し
な
が
ら

も
修
正
で
き
ず
に
い
た
課
題
を
、
審
査
員
の
先
生
方
に
看
破
さ
れ
、
厳
し
く
ご
指
摘
い
た
だ
き

ま
し
た
。

な
ん
と
か
合
格
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
い
た
だ
い
た
ご
指
摘
に
つ
い
て
、
今

後
心
し
て
稽
古
す
べ
き
も
の
と
胸
に
刻
ん
で
お
り
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
大
沼
師
の
祖
父
三
田
正
道
先
生
も
在
籍
さ
れ
た
大
日
本
武
徳
会
、
そ
の
古
武

道
七
段
位
を
許
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
励
み
に
尚
一
層
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

全
国
武
徳
祭
前
日
の
四
月
二
十
八
日
、
無
事
六
段
に
合
格
出
来
ま
し
た
。
御
指
導
を
賜
っ

た
平
林
祐
蔵
先
生
、
小
松
秀
敏
先
生
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
二
年
間
は
コ
ロ
ナ
対
策
上
そ
れ
ま
で
通
り
に
稽
古
場
が
使
え
ず
、
自
宅
や
実
家
の
庭

に
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
何
と
か
稽
古
を
続
け
ま
し
た
。

「
高
段
者
審
査
会
　
受
審
を
終
え
て
」上

村　

雅
彦

古
武
道
審
査
を
受
審
し
て

佐
藤　

宗
琉

コ
ロ
ナ
禍
中
の
昇
段
審
査

内
藤　
　

誉
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初
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
中
、
高
段
者
審
査
会
を
開
催
し
て
く
だ
っ
た
諸
先
生
方
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
私
は
、
居
合
道
六
段
位
を
受
審
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
合
格
を
頂
き
ま
し
た
。

天
候
が
大
き
く
移
り
変
わ
る
中
、
審
査
会
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
と
な
っ
た
武
徳

殿
に
は
、
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

先
生
方
が
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
高
段
者
審
査
会
を
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、『
会
報　

武
徳　

二
〇
二
二
年
四
月
春
季
号
』
で
読
ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
も
そ
の
思
い
に
恥
じ
な

い
よ
う
に
と
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
当
日
は
、
三
年
ぶ
り
と
な
る
武
徳
殿
で
の

演
武
と
な
り
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
緊
張
致
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
稽
古
が
出
来
な
い
日
が
続
き
、
生
活
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
で
も
、
今
回
の
審
査
会
を
通
し
て
、
諸
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
「
武
道
の

精
神
」
が
、
確
か
に
自
分
の
中
に
も
流
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、
今
回
改
め
て
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
思
い
を
大
切
に
、
稽
古
に
励
ん
で
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

審
査
の
前
日
、
真
剣
で
素
振
り
程
度
に
、
体
を
休
め
る
べ
く
少
し
早
め
に
、
就
寝
し
た
が
、

中
々
寝
付
か
れ
な
い
「
あ
れ
こ
れ
」
ビ
デ
オ
撮
り
で
の
欠
点
ば
か
り
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
結
局
眠

り
に
つ
い
た
の
は
、
午
前
二
時
頃
か
？
そ
し
て
午
前
四
時
に
は
ス
ッ
カ
リ
目
が
覚
め
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
で
は
と
、
早
め
に
横
浜
か
ら
、
京
都
へ
、
審
査
は
午
後
一
時
十
五
分
開
始
。
審
査
は

由
緒
あ
る
武
徳
殿
で
開
催
さ
れ
た
高
段
者
審
査
会
に
て
、
古
武
道
八
段
を
充
可
さ
れ
、
深

く
感
動
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
下
で
、
審
査
会
の
開
催
を
周
到
か
つ
綿

密
に
準
備
さ
れ
た
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
奥
伝
に
至
る
ま
で
親
身

な
ご
指
導
を
受
け
た
杉
野
嘉
男
先
生
、
至
寛
先
生
を
始
め
、
最
初
に
手
ほ
ど
き
を
う
け
た
望
月

稔
先
生
に
対
す
る
感
謝
の
念
が
、
湧
き
出
て
き
て
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
流
祖
飯
篠
長

威
斎
先
生
が
、ど
の
よ
う
な
太
刀
を
振
る
わ
れ
た
の
か
、最
も
得
意
と
さ
れ
た
長
物
（
薙
刀
、槍
、

棒
）、
さ
ら
に
は
柔
術
、
手
裏
剣
術
を
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
知
り
た
い
一
心
で
、
四
十

有
余
年
修
行
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
回
の
充
可
は
、
半
歩
な
り
と
も
流
祖
に
近
寄
り
た
い
と
錬

磨
に
励
ん
で
き
た
こ
と
の
成
果
で
あ
っ
た
と
の
思
い
を
深
く
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
充
可
を
次

の
飛
躍
の
た
め
の
糧
と
し
て
、
日
本
伝
統
武
道
の
源
流
で
あ
る
香
取
の
武
術
、
兵
法
の
修
行
を

一
生
深
め
て
参
る
所
存
で
す
。

そ
の
よ
う
に
し
て
工
夫
し
た
稽
古
は
、
な
か
な
か
深
く
身
に
付
い
た
気
が
し
ま
す
。
小
松

先
生
と
の
稽
古
機
会
を
無
駄
に
せ
ぬ
よ
う
、
よ
り
稽
古
に
集
中
し
ま
し
た
し
、
庭
で
の
稽
古
は

ス
ペ
ー
ス
上
動
き
に
制
約
が
加
わ
る
た
め
、
逆
に
そ
の
動
作
を
意
識
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
し

た
。
大
変
で
し
た
が
、
結
構
楽
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。

「
六
段
を
受
け
た
と
き
は
、
コ
ロ
ナ
で
稽
古
場
が
確
保
で
き
な
く
て
ね
。
庭
に
マ
ッ
ト
を
敷

い
た
り
し
て
稽
古
し
た
け
ど
、
な
か
な
か
楽
し
か
っ
た
し
身
に
も
付
い
た
よ
」
と
後
進
に
語
れ

る
経
験
を
持
て
た
の
は
、
大
き
な
財
産
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
時
期
に
昇
段
審
査
の
機
会
を
設
け
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
改
め
て
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
良
い
修
行
が
出
来
ま
し
た
。

高
段
者
審
査
会
を
通
し
て

　
気
づ
か
さ
れ
た
武
道
の
精
神

弓
刀
錬
心
舘
道
場

浦
上　

則
國

栄
え
あ
る
最
高
段
位
八
段
を
頂
い
て

天
真
正
伝
香
取
神
道
流

古
武
道
・
範
士
八
段

樋󠄀
口　
　

勉

高
段
者
審
査
会
合
格
に
思
う

天
真
正
伝
香
取
神
道
流

岩
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七
番
目
、
歳
甲
斐
も
な
く
緊
張
す
る
、
名
前
を
呼
ば
れ
る
寸
前
緊
張
が
一
気
に
高
ま
る
。
受
け

る
段
位
・
氏
名
を
言
う
の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
二
、
三
日
前
か
ら
膝
の
痛
み
は
こ
の
時
点

で
忘
れ
て
い
た
、
諸
作
法
も
終
り
、
さ
て
本
番
そ
し
て
終
了
。
時
間
が
経
っ
て
結
果
の
発
表
、

果
た
し
て
と
不
安
が
過
る
。「
合
格
」
感
動
で
一
杯
、
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。
杉
野
道
場
歴

代
師
範
。
そ
し
て
本
日
審
査
を
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も

宜
し
く
ご
指
導
の
程
。
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
唯
心
会
か
ら
平
林
裕
蔵
先
生
が
受
験
さ
れ
範
士
八
段
に
合
格
さ
れ
て
、
今
回
は
私

が
教
士
七
段
、
内
藤
君
が
六
段
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
我
が
道
場

で
も
稽
古
に
来
れ
な
い
人
が
多
い
中
、
練
習
場
の
担
当
者
さ
ん
に
お
願
い
し
て
場
所
を
よ
り
多

く
確
保
し
た
り
稽
古
時
間
を
変
え
た
り
し
て
、
内
藤
君
と
二
人
で
稽
古
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま

ず
審
査
員
の
先
生
方
に
、
今
の
自
分
の
居
合
を
み
て
も
ら
う
。
所
作
は
美
し
く
優
雅
に
を
心
掛

け
、
技
は
静
か
ら
動
へ
激
し
く
力
強
く
、
残
心
は
隙
な
く
心
落
ち
着
か
せ
、
刀
礼
は
刀
に
感
謝

の
意
を
込
め
て
一
礼
す
る
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
込
め
て
稽
古
を
し
、
今
回
披
露
す
る
こ
と
が
で

き
た
喜
び
で
一
杯
で
し
た
。
結
果
は
合
格
を
頂
き
ま
し
た
が
、
居
合
の
修
行
は
終
わ
り
が
あ
り

ま
せ
ん
。
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
精
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日
、
旧
武
徳
殿
に
て
居
合
道
六
段
を
受
審
し
合
格
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
今
ま
で
御
指
導
し
て
下
さ
い
ま
し
た
村
上
先
生
及
び
当
流
派
各
道
場
の
諸
先
生
方
に
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
審
査
で
は
、
濱
田
鉄
心
代
表
理
事
挨
拶
の
後
、
居
合
道
・
古
武
道
・
空
手
道
に
分
か

れ
て
審
査
が
始
り
ま
し
た
。
私
は
審
査
に
臨
ん
で
礼
法
、
抜
き
付
け
、
目
付
、
残
心
、
納
刀
な

ど
に
特
に
注
意
し
て
行
な
い
ま
し
た
。

演
武
に
当
り
緊
張
の
あ
ま
り
礼
法
の
所
で
一
つ
ミ
ス
を
到
し
ま
し
た
が
無
事
に
終
了
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
、
六
段
の
品
格
、
技
量
に
は
じ
な
い
よ
う
稽
古
を
重
ね
精
進
到
し
ま
す
。
今
後
と
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
高
段
者
審
査
会
に
参
加
し
て
」

古
武
道
唯
心
会

小
松　

秀
敏

高
段
者
審
査
会
を
受
審
し
て

日
本
伝
千
葉
一
心
無
双
流
居
合
兵
法

千
葉
剣
心
会

杉
原　
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